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The purpose of this study was to examine the relationship between attachment style and dependency, 
and to provide an adaptive model of dependency and attachment style. In this study, 252 university 
students completed a dependency scale, Kikuchi’s Social Skill Scale (KiSS), and the Relationship 
Questionnaire (RQ). The result of factor analysis of the data showed that the dependency scale had three 
subscales and the Kikuchi’s Social Skill Scale had two subscales. The dependency scale had the factors 
“integrated dependency”, “refusal of dependency”, and “dependency need”. Kikuchi’s Social Skill Scale 
had the factors “making a relation with people by talking” and “dealing with conflict”. In this study, the 
most adaptive type was that with a secure type of attachment and a moderate need to depend.
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歳，平均 21.2 歳，SD ＝ 4.75），女性 149 名（17 歳






































＝ .86，第 2 因子はα＝ .83，第 3 因子はα＝ .82，
第４因子はα＝ .62 だった。第 4 因子の内的一貫
性が低かったため，仮説の検証においては，第 1
因子～第3因子を用いた。




















項目内容 因子 1 因子 2 因子 3
24. 自分を見守ってくれているように思う人がいるので大事な場面も切り抜けられる .79 
16. 心の支えになってくれる人がいる .76 
25. 私がどんなことをしようとも理解してくれる，と思う人がいる .76 
17. 自分の信頼できる人がいるので安心だ .74 
30. 思い出すだけで，心がやすらかになるような人がいるので，落ち着いていられる .72 
33. 誰かのことを思い浮かべて，元気を出すことがある .55 
26. 自分と相手の立場を尊重しつつ，必要な時にはうまく頼ったり頼られたりする方だ .53 
28. 安心して人の世話になれない方だ .76 
13. 自分のために，人に何かやってもらうのは苦手だ .66 
21. 人の世話になるのは恥ずかしいと思う .64 
18. 人に頼みごとをするのは，どんな時でも，非常な決心がいる .61 
15. お返しができないなら，人に援助を求めるのは，ためらわれる .6 
31. 友達には，絶対に借りを作りたくない .56 
37. 自分のことは，どんなことがあっても自分一人でしないと気が済まない .54
 4. 誰かに頼る立場になると，どうも落ち着かない .44 
19. 自分のことを誰かに相談するのは，何か不安である .44 
 9. 親しい間柄の人にでも，甘えることのない方だ .41 
32. できることなら，いつも誰かと一緒にいたい .69 
22. 何かする時には，誰かに気を配って励ましてもらいたい .65 
20. 人から，｢ 元気ですか ｣ などと気を配ってもらいたい .63 
23. できることなら，どこに行くにも誰かと一緒に行きたい .63 
27. 何かにつけて，誰かに味方になってもらいたい .59 
36. 病気の時や，憂うつな時には，誰かに同情してもらいたい .53 
35. 困っている時や悲しい時には，誰かに気持ちをわかってもらいたい .53
11. 悪い知らせ，悲しい知らせなどを受取る場合には，誰かに一緒にいてもらいたい .41 






藤への対処 ? はα＝ .75，第3因子はα＝ .70と第3
因子以外は高い内的一貫性を示した。そのため，
仮説の検証においては，第 1 因子と第 2 因子の因









イルは，A（安定型） が 34%（51 名），B（拒否
型） が 4%（6 名），C（とらわれ型） が 34%（51
名），D（恐れ型）が 28%（41 名）であった。ま
た， 男女を合わせた全体では，A（安定型） が
31%（79 名），B（拒否型）が 8%（21 名），C（と



















定型） > C（とらわれ型），A（安定型） > D（恐れ
項目内容 因子 1 因子 2
5. 知らない人とでも，すぐに会話が始められますか .98 
6. 周りの人とでも，すぐに会話が始められますか .93 
9. 他人が話しているところに，気軽に参加できますか .69 
1. 他人と話していて，あまり会話が途切れない方ですか .66 
13. 初対面の人に，自己紹介が上手にできますか .62 
11. 自分の気持ちや感情を，素直に表現できますか .39 
12. あちこちから矛盾した話が伝わってきても，うまく処理できますか .64 
10. 相手から非難されたときにも，それをうまく片付けることができますか .63 
7. 怖さや恐ろしさを感じたときに，それをうまく処理できますか .62 
8. 気まずいことがあった相手と，上手に和解できますか .61 







が 33.5，C， とらわれ型が 27.2，D， 恐れ型が 30.8
であり，多重比較を行った結果，B（拒否型） > 
A（安定型），B（拒否型） > C（とらわれ型），D
（恐れ型） > A（安定型），D（恐れ型） > C（とら
われ型）であった（p <.01）。
　アタッチメント・スタイルごとの「依存欲求」
因子の平均値は A， 安定型が 23.2，B， 拒否型が
20.3，C， とらわれ型が 26.1，D， 恐れ型が 21.4 で
あり，多重比較を行った結果，C（とらわれ型） > 
A（安定型），C（とらわれ型） > B（拒否型），C



















が 14.4，C， とらわれ型が 14.5，D， 恐れ型が 14.4
であった。そこで，多重比較を行ったところ，A


















「依存の拒否」 低群が 18.9， 高群が 16.6 であり
（t（250）＝ 3.41，p <.01），「葛藤への対処」因子
の平均値は，「依存の拒否」低群が 15.4，高群が
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